
I p

Ej riil

敦

-.r-

~丁　場　_､一一

一i

才i

.､ナ
ヽ■　　　　ヽ

こ

/

一rL

)･LI

･k･
議
案
第
　
十
九
　
号

>

国
民
宿
舎
三
朝
温
泉
会
館
使
用
料
及
び
手
数
料
徴
収
条
例
の
l
壷
改
正
に
つ
S
て
‥

次
の
と
お
J
9
飽
民
宿
食
三
朝
温
泉
会
館
使
用
料
及
び
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
′
S

て
'
地
方
自
治
法
　
(
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
)

敵
決
を
求
め
る
-

牌
和
五
十
三
年
三
月
十
一
日

＼
.
A

三
.
朝
　
町
　
長

第
九
十
六
条
第
l
項
の
親
-
定
に
よ
少
'

本
議
会
の

松

　

　

　

杵

慮
和
恵
章
義
月
廿
-
昔
鹿
妻
可
決

J
　
三
朝
町
戟
合
戦
長
牧
田
嶺

I
-
･



■

ノ

　

ノ

三
朝
町
条
例
第

号

国
民
宿
舎
三
朝
温
泉
会
館
使
用
料
及
び
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
＼
る
条
例
′

国
民
.
宿
舎
｣
ニ
朝
海
泉
会
館
使
用
料
及
び
手
数
料
徴
収
条
例
蒜
和
三
十
八
年
三
朝
町
条
例
第
二
十
三
号
)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
｡

I

鏡
二
粂
第
二
号
中
｢
　
1
万
三
千
円
以
内
｣
を
｢
　
1
万
五
千
円
以
梅
｣
に
､
｢
五
千
円
以
内
｣
を
｢
六
千
円

以
内
｣
に
'
｢
三
宮
円
｣
を
｢
妄
l
　
首
円
｣
に
改
め
'
同
条
第
五
号
中
｢
ブ
ー
ル
便
倉
科
｣
を
｢
亀
泉
プ
ー
ル

せ

使
用
腎
｣
隼
､
｢
首
五
十
円
以
内
｣
を
｢
三
百
円
以
内
｣
に
薮
庖
'
同
条
廉
七
号
中
｢
六
首
円
以
内
｣
を
｢

～

′

入
官
円
以
円
　
｣
に
改
め
る
｡

)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

/

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

(

附

　

　

　

　

則

～

と
の
条
例
は
'
鱒
和
五
十
三
年
五
月
1
,
E
f
I
か
ら
施
行
す
る
.
食
だ
し
､
第
二
粂
撃
山
号
の
イ
及
び
伺
条
第

.

.

}

五

号

の

改

正

規

定

は

'

雌

和

五

十

三

年

八

方

l

日

か

ら

施

行

す

る

0

･

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

､

琴
ノ

7ヽ

ぎ

＼

＼

一

)

J

I

.

ち

丁

∵

.

.
>

◆


